
NTTアクセスサービスシステム研究所編研究開発員報告

　2020年４月よりNTTアクセス
サービスシステム研究所に開発員と
してお世話になり、研修期間も残す
ところ７カ月となりました。
　私は入社してから、主に一般工事
の施工管理業務に従事してきまし
た。研究開発業務に携わるのは初め
ての経験であり、どのようなことが
学べるのかと期待を抱きつつも、自
分に務まるのだろうかと不安を抱き
ながら着任したことを覚えておりま
す。しかしながら、NTT社員の皆
様や、先輩開発員のご指導、同期開
発員との交流、自社からの支援によ
り、現在は研究業務にも慣れ、毎日
充実した研修生活を過ごすことがで
きております。
　私の所属しているアクセス設備プ
ロジェクト光ケーブル高度化グルー
プは、光ケーブルの経済性や施工性
の向上や特性の向上を目指した研究
開発を行っています。
　その中で私は、今後の光提供機会
の拡大に向けた光ケーブル・ドロッ
プの新たな布設方法の検討をメイン
テーマとしました。
　今後の光ファイバ需要はIoTをは
じめとする多様化が進展し、特に５
G基地局整備への対応が課題となっ
ており、光需要は宅内・ビル以外の

　本内容は2021年３月に開催され
た「開発員研修技術開発報告会」で
発表を行いました。報告会準備では
伝わりやすい資料の作り方や発表の
仕方など、研究した内容を分かりや
すく伝えることの難しさを痛感しま
した。しかし、NTT社員の皆様の
丁寧なご指導により、無事に発表を
行うことができました。
　今後は、光ケーブル・ドロップの
開発に加え、施工方法や接続点につ
いても検討していきます。
　開発員研修を通じて、研究所の最
新技術に触れることができ、自身の
知識を深めることができました。こ
の経験は自社に戻っても確実に活か
されると考えております。
　最後になりましたが、開発員制度
によって、NTT社員の皆様や全国
の通信建設会社から来られている開
発員の方々と、親睦を深めることが
できることは、かけがえのない財産
となります。このような機会を与え
ていただきましたNTT様をはじめ、
情報通信エンジニアリング協会様、
そして温かく送りだしてくれた自社
の方々に心より感謝し、この場をお
借りして御礼申し上げます。
　開発員としての残された期間も少
なくなってきておりますが、悔いの
残らぬよう、日々を有意義に過ごし
ていきたいと思います。
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従来FTTHと異なる場所にも発生す
ることが想定されます。都市部の特
に無電柱化エリアでは、信号柱や街
灯といった場所にも基地局が設置さ
れることが考えられ、現状では土木
工事が発生します。郊外において
は、基盤設備がない場所にも需要が
発生すると考えられ、大量に建柱し
なければなりません。この土工と建
柱を回避し経済的かつ速やかに配線
する新たな布設方法を検討しまし
た。
　現状のケーブル布設箇所である架
空・地下にとらわれず、路面上に設
けた布設層と掘削溝（図１）への布
設方法を考案しました。
　この新しい布設方法の形態（図
２）を考えると、細溝へのケーブ
ル・ドロップ布設を可能とするため
の細径性と段差等に対応する柔軟性
担保と曲げ方向性の解消が必要であ
ることが判明しました。
　この課題に対して、構造やパラ
メータの異なる９種類のケーブル、
３種類のドロップのラインナップを
考案し試作しました。
　この試作品に対してそれぞれ検証
を実施して得られた知見から、新し
い布設法を実現するケーブル・ド
ロップ構造を明らかにしました。

図１　路上に設けた新しい布設方法

図２　路上に設けた新しい布設方法の形態
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　2020年４月よりNTTアクセス
サービスシステム研究所に開発員と
してお世話になり、早いもので１年
が経過しました。
　私は入社以来、主に保守の設備管
理業務に従事してきました。研究開
発業務に携わるのは初めての経験で
あり、不安と期待を抱きながら着任
したことを覚えております。しか
し、その不安はNTT社員の皆様に
よるご指導や、開発員の皆様との交
流により解消され、充実した毎日を
送ることができています。
　現在、私が所属しているアクセス
設備プロジェクト光コネクション高
度化グループは「サービスの高度
化・多様化に応え続ける光アクセス
網の要素技術である、高い伝送性
能・柔軟性・効率性・信頼性を備え
た高度な光スイッチング技術・光接
続技術・光分岐技術」の研究開発を
行っています。その中で私は「超多
心光コネクタの実現に向けた新型屈
折率整合材の検討」というテーマに
ついて取り組みました。
　まずこの研究テーマの背景につい
て説明します。近年、データセンタ
間のデータの転送速度が高速化して
おり、それに伴い建物間には超多心
のケーブルが使われております。
データセンタでは超多心ケーブルの
接続の際、ファイバテープごとに融
着接続しているため、施工時間が大
幅に掛かっています。

　これを改善するために超多心
MPOコネクタによる多心一括接続
を検討しています。
　しかしながら現状のMPOコネク
タ接続のままでは課題があります。
図１で示したように心数増加に応じ
て押圧力の増加とオフセット値の変
更が必要となり、コネクタ設計・製
造の難易度が上がります。また接続
損失の抑制も困難になります。
　それらの問題を解決するために心
数増加による押圧力増加を不要と
し、コネクタ端面の斜め研磨など特
殊な加工を必要としない接続技術と
して、図２で示したような固形状の
新型屈折率整合材を検討しました。
直角端面であれば、押圧によるフェ
ルールのスライド量を小さくできる
と考えました。
　一方、直角端面とした場合は、反
射減衰量を確保するために屈折率整
合材を使わないといけませんが、従
来のジェル状の整合材では、クリー
ナでの清掃が困難となり、コネクタ
同士の着脱のたびに塗布し直す必要
があるなどの問題があります。
　そこで、整合材をフェルール端面
にシート状に成膜することを検討し
ました。この新型屈折率整合材を用
いた超多心接続における目標は、従
来の多心光コネクタと同等の光学特
性として反射減衰量は40㏈以上、
接続損失は1.0㏈以下とすることと、
通常の光コネクタと同等の取扱いを

可能とするために、クリーナによる
コネクタ端面清掃時およびコネクタ
着脱時に剥がれが発生しないことで
す。
　検討した結果、反射減衰量と接続
損失の目標値およびコネクタ着脱時
の剥がれが発生しないという目標を
達成する新型屈折率整合材を実現で
きました。残りの目標性能であるク
リーナによるコネクタ端面清掃につ
いては、引き続き、シートの剥がれ
を抑制する方法の検討が必要です。
　以上の本研究結果は昨年度末に開
催された、開発員研修技術開発報告
会で報告させていただきました。
　研究で見出した内容を、簡潔・明
瞭にまとめる難しさを実感しまし
た。今回の開発員研修を通じて、問
題把握力、問題解決力、論理的思考
力を向上させるにあたり、チームの
皆様から直接学べることは非常に有
意義であり、継続して磨き続けてい
きたいと考えています。
　最後になりましたが、このような
機会を与えていただきましたNTT
様をはじめ、情報通信エンジニアリ
ング協会様、そして温かく送り出し
ていただいた自社の方々に心より感
謝し、この場をお借りして御礼申し
上げます。残り数カ月となった研修
期間ですが、研究開発という貴重な
業務に全力で取り組んでいきたいと
思います。
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図１　超多心MPOコネクタの接続 図２　新型屈折率整合材を用いた接続
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　2020年４月よりNTTアクセス
サービスシステム研究所に開発員と
してお世話になり、研修期間も残す
ところ７カ月となりました。
　私は株式会社TTKに入社してか
ら主に一般工事の設計業務、施工管
理業務を経験させていただきまし
た。施工管理業務では特に切り替え
工事の管理業務を担わせていただ
き、手探りではありましたが自分な
りに考えて仕事を行い、充実した毎
日を過ごさせていただいておりまし
た。
　開発員出向のお話をいただいた際
には、社会や仕事に対する姿勢をよ
り良くする機会になると思い、着任
させていただきました。着任前とは
全く違う生活ですが、研究開発業務
と健康維持に励み、とても有意義な
生活を送っております。
　私の所属するアクセス設備プロ
ジェクト　光コネクション高度化グ
ループでは、多種多様なIoT（Inter-
net of Things）デバイスが、今後、
光ネットワークに大量にかつ従来の
心線需要とは異なる形で接続される
と想定しており、それらのデバイス
を今までの方法とは異なる方法で柔
軟な収容を可能とする『光ファイバ
の側面研磨を用いた分岐技術』に取
り組んでおります。
　光分岐技術の概要を図１に示しま
す。

　光ファイバ側面をコア近傍まで研
磨します。そして、研磨した光ファ
イバを重ね合わせ、コア同士を近接
させると光信号が隣のファイバに結
合します。この時、光ファイバ同士
の高精度な位置合わせが必要です。
この光結合を用いると、図２に示す
ように隣のファイバに光信号が移
り、分岐ができます。
　現在は、光ファイバ側面の研磨方
法を検討しております。研磨するた
めに、光ファイバを治具に固定しま
す。治具には溝があり、その溝に心
線を固定します。要求される研磨加
工の精度は数μmです。高い精度を
満たすためには、研磨前の固定方法
からの検討が必要になり、日々さま
ざまな方法にトライしています。ま
た、研磨後の評価方法は顕微鏡を用
いて行っております。
　検討を続けていくうちに、研磨精
度が向上していくことに喜びを感じ
るようになりました。そして、得ら
れた結果をグループメンバーに報告
する際は、データを解析するなど、
今までの業務と大きく異なる経験を
積んでおります。その中でも、人に
わかりやすく伝えるスキルや論理的
思考力を養うことができました。こ
れらは、どこの職場でも通用するス
キルと感じております。
　今後も検証と考察を重ねながら１
つひとつ課題を解決して研究を推進

していきたいと思います。開発員研
修を通じて、研究所の最新技術に触
れることができ、自身の知識を深め
ることができました。特に人にわか
りやすく伝えるスキルと論理的思考
力は自社に戻って、今後の業務に活
かせられると考えております。
　光分岐技術を検討する上で苦労し
た点があります。世界に類のない検
討のため、手探りの状態でした。使
用する研磨シートから、研磨スピー
ドなどの知見がなく、どのパラメー
タから検討をして良いのか分からな
いところからスタートしました。し
かし、幾度となくトライしていくう
ちに、研磨が少しずつ向上する時の
喜びは代えがたいものでした。
　最後になりましたが、今回このよ
うな機会を与えていただきました
NTT様をはじめ、情報通信エンジ
ニアリング協会様、そして温かく送
り出して下さった自社の方々に心よ
り感謝し、この場をお借りして御礼
申し上げます。残り少ない開発員生
活ですが、最大限努力して業務とプ
ライベート含め悔いの残らないよう
に過ごして、充実した日々を過ごし
て行きたいと思います。
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図１　分岐作成方法
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図２　光信号の分岐例
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